
学校教育目標「未来を切り拓くために主体的に努力する生徒を育成する～夢実現～」」 

 

 

 

  
 

１２月「師走」をひかえ、「今年も残りわずか」というフレーズ

がたくさん聞かれる頃となりました。朝は１０度を下回り、校門

脇のコリウスが色鮮やかです。つい背中を丸めてしまいます。 

そんな朝でも、女子駅伝チームが練習しています。生徒会選挙

に向けた校門での選挙活動、生活委員のあいさつ運動、ボランテ

ィア活動などが行われています大中生は本当に元気です。中間テ

ストも終わり、マラソン大会に向けた練習も始まりました。 

１１月下旬の大矢野中学校の様子をお知らせします。 
 
 

 

１９日と２０日に「天草

郡市音楽会」が天草市民セ

ンターで行われ、本校から

は校内合唱コンクールで

優勝した３年１組が代表

として出場しました。 

３年１組担任の有田先生

は、「慣れないホールのス

テージにとても緊張した

ようですが、コンクール後

も練習を重ねてきた分を

発揮してくれ、これまでで

一番良い合唱ができたと

思います。」と満足の表情

でした。大矢野中の代表と

してレベルの高いステー

ジで貴重な経験をした３

年１組の皆さん。大矢野中の誇りを見せてくれました。そして、良い思い出となることでしょう。 

 

 

本校の校内研究のテーマは「主体的に努力する生徒の育成～生徒の学びへの意欲を高め、学力

を伸ばす学習指導の工夫～」です。この日は、佐賀大学の達富洋二教授をお招きし、２年１組の

国語の研究授業を参観いただきました。古典「平家物語～扇の的」の授業で、生徒が意欲的に音

読したり、自分の問いを追求したり、作品の魅力を考えたりする様子を見て「このように主体的

に授業に取り組んでくれると、学力もさらに伸びることでしょう。」とほめてくださいました。 

夢実現（大矢野中学校だより） 
令和６年度 第１９号  令和６年１１月２６日（火） 文責 校長 松田 真也 

 

11/19 郡市音楽会 ～３年１組が大中の代表として堂々と合唱～ 

校門脇のコリウスと千日紅 

11/20 研究授業～２年１組の意欲的な学習ぶりが光った授業～ 

御定ぞ、 
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学校教育目標「未来を切り拓くために主体的に努力する生徒を育成する～夢実現～」」 

 

 

 講師にＲＫＫテレビ熊本の木村和也アナウンサーをお招きして「教育講演会」を開催しました。

演題を「再起可能～新たな目標に挑戦～」とし、東京出身の木村さんが熊本でアナウンサーにな

った経緯や、仕事で大けがをされ再起は無理と言われながらも１％の可能性を信じて復帰された

お話などをしていただきました。 

 「夢実現」のため頑張りたい中学生には、心に感じるものがたく

さんあったようです。生徒の感想を一部紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症を正しく理解し、認知症の高齢者やその家族を温かく見守り支援する力をつけることを

目的に、毎年、市内の各校で開催されている「認知症サポーター養成講座」。今年も市の高齢者

ふれあい課や社会福祉協議会から来ていただき、２年生を対象に行いました。認知症協力応援隊

の方々も来られ、分かりやすく説明してくださいました。そして、班で認知症の高齢者への接し

方や、自分たちに何ができるかを考え、発表し合いました。 

高齢化社会で、認知症は、身近な問題となっています。将来は・・・と考えると、人ごとでは

ありません。真剣に学び、考えてくれた２年生は、すでに立派な「認知症サポーター」です。 

 

 
【大中生の活躍】 大矢野中学校では、部活動や体育面、文化面の活躍が多く、全校にも

一定の期間ごとに紹介し、集会で表彰しています。これまで、文化展や駅伝、男子ソフト

テニス部などは紹介してきましたが、これまで紹介していなかった分をお知らせします。 

○女子バレーボール部 郡市新人大会 第３位 優秀選手賞：２年 岡舞流さん 

○卓球部男子 郡市秋季オール天草大会 団体：３位  

個人：２年男子３位 佐藤颯太さん １年男子３位：岩本煌生さん 

○野球部 郡市新人大会 準優勝   

○男子バスケットボール部 郡市新人大会 準優勝 

○柔道部 郡市秋季大会 団体準優勝（倉岳中との合同チーム） 

 

11/22 教育講演会 ～木村アナウンサーの話に勇気をもらう～ 

11/14 認知症サポーター養成講座を開催 

・私も、木村さんみたいにどんなことがあっても目標に向かって前 

向きに頑張れる人になりたいです。（１年女子） 

・僕も、部活動でつまずいても、神様からの試練だと思って、可能 

性を信じて諦めないで挑戦したいです。（２年男子） 

・私はやる前から無理だと決めつけて諦めてしまうことがありま 

した。やろうとしていないだけだと気づきました。可能性を信じ 

て、いろいろなことに挑戦していきたいです。（３年女子） 

・僕は、受験生ですが、どこに行くかではなく、何がしたいかで高 

校を決めるべきだと改めて思いました。（３年男子） 

・諦めたくなったときに、諦めさせない周囲の環境（仲間や家族） 

があることをとても素敵だと思いました。人生に起きる辛いこ 

とも意味あるものにしていきたいです。（３年女子） 
 

木村和也アナウンサー 

大人の寸劇から 班で熱心に協議 

班の代表の発表 


